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第33回全国高等学校ハンドボール選抜大会
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スローオフ

Ａ 県立東岡山工業高等学校

25
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愛知高等学校

月 2828

16

７mＴＣ

第 4 回 戦

日 場所

Ａ 上野　幹彦 川瀬　秀一 Ｂ

岩手県花巻市

花巻市総合体育館

回戦種別 高 校 男 子

ＡＡ 前半 Ｂ失

・

追

チームタイムアウト

前半 後半
Ａ 県立東岡山工業高等学校

警

告

退

場

後半 Ｂ

間
得
点
結
果
背
番

背
番
結
果
得
点
時 間

得
点
結
果
背
番

背
番
結
果
得
点
時

22 ： 38
役員Ａ 上 野 幹 彦
役員Ｂ 中 野 夏 美

21 ：

得 点

37

前半後半

役員Ｃ 片 山 健
 役 員 Ｄ  上  原  力  也 延2 7ＭＴ 計延1

1 田 原 良 樹

3
2 水 河 壮 右

1新 宮 司 久
1 1

1
2

1④ 萬 代 昌 人
7
1

45 中 川 勇 3
6 佐 藤 晴 基

藤 原 愛 明 4 6
8 本 田 優 作

107

9 斉 藤 俊 介
1 1 2

10 前 川 昇 平
11 西 村 啓 介
12 明 石 征 己

 小  原  侑  将
14 中 川 智 規
13

1 1 2

合計 3 0 0 12 13

Ｂ 愛知高等学校

警

告

退
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失

・
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チームタイムアウト

前半 後半

25

38
役員Ｂ 奥 村 卓 巳

28 ： 13

役員Ｃ 前 川 修 造

28 ：
役員Ａ 川 瀬 秀 一

得 点
役員Ｄ 片 貝 直 樹 前半後半 延1 延2 7ＭＴ 計

1 - 284 藤 谷 高 寛 1
16 菅 野 瑞 樹 1

77 柳 雄 大 5 2
1 18 星 川 啓 太 2

9 西 脇 篤
10 大 島 克 征

服 部 友 郎
12 鈴 木 伸
11

15 小 島 大 輝 31 2

17 浅 井 祥 介
2

16 成 瀬 優 也

⑱ 芳 村 優 太
20 赤 岩 優 一

2 4

3
2 1 3

21 宮 地 健 司 4 7

合計 3 3 0 28

タ イ ム キ ー パ ー 佐 藤 正 輝 警告 ７Ｍスロー得点

12 結果欄略号16

ス コ ア ラ ー 川 村 茜 退場 ７Ｍスロー失敗

マ ッ チ バ イ ザ ー 武 智 誠 治

戦 評
東岡山工スローオフでスタート。先制したのは東岡山工、⑦藤原が高いDFの間からミドルシュートを決めた。対する愛知もポストプ
レーから⑳赤岩が決め、すぐさま同点とし、序盤はその後も両者互角の戦いを繰り広げる。その後は、愛知が⑦星川、21宮地の両
エースがロングシュートを確実に決めるなど、徐々に点差を広げていく。それに対し、東岡山は⑤中川、⑦藤原らがミドルシュート
を決め食らいつくが、前半終了間際にフリースローを決められ、４点差で前半を終えた。後半になると東岡山は高いDFをしかけ、愛
知のロングシュートを止めにかかった。一進一退の攻守が続き、残り７分で点差４点と最後まで結果が読めない展開となる。しかし
高いDFに対しカットインなどの対応をし、確実に決めた愛知が点差を守り抜き、２８－２５で勝利した。

記入者

大坊春樹

審 判 斉 藤 史 洋 失格

（財）日本ハンドボール協会公式記録用紙

審 判 江 成 浩 二 追放

失格 チームタイムアウト


